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　2010年10月　ロータリー財団 資金管理担当部マネージャー  
ヘザー・フォズバーグ氏から、小林完治ガバナー宛に「第2690
地区は昨年までに行った補助金プログラムに関しては、財団の報
告要件を100％満たしている」旨連絡がありました。
　詳細についてはPDF版へ掲載いたしております。　
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ガバナーメッセージガバナーメッセージ

　皆様には、師走を迎えて益々お元気でご活躍のこと
と拝察申し上げます。
　ガバナー公式訪問は連日の猛暑のなか、７月８日松
江東RCから始まり、爽やかな秋となった11月５日、
岡山西南RC訪問で67の全クラブの訪問を無事に終え
ることができました。
　全てのクラブにおいて会長・幹事さんを中心にそれ
ぞれ、クラブの運営、活動に真剣に取り組まれる様子
に接し、深い感銘を覚えました。（公式訪問の様子は
ガバナー月信公式訪問だよりとして掲載しています。）
　公式訪問の目的は、手続要覧にも
⑴　ロータリーの主要な問題に焦点を当て関心を持
たせる。

⑵　弱体および問題のあるクラブに特別な関心を払
う。

⑶　ロータリアンの意欲をかきたて奉仕活動に参加
させる。

⑷　顕著な貢献をした地区内のロータリアンを表彰
する。

等の視点から、各クラブが「効果的なロータリー・ク
ラブとなる」よう、ガバナー自らが各クラブを訪問す
るとされています。
　クラブ運営の長期計画化を奨励する目的で、例会に
先立って開催される会長・幹事懇談会には、次年度会
長・幹事にも出席をお願いし、ガバナー補佐からのク
ラブ協議会報告書を参考に、クラブ活動・運営計画、
７月からの取り組み、新長期計画などについて、忌憚
のないご意見を伺う事が出来ました。
　地区会員数は昨年７月、3,162名から今年3,091名と
１年で71名減少しています。67クラブ中、15クラブが
30名以下です。昨今の厳しい経済事情の中で組織を守
り、会員を増強するには、私たちがロータリー活動の
魅力を再認識し、社会で認められる必要が有ります。

時代の変化に応じて、地域をより良い地域にする為に、
周辺地域の他団体との協働、RCのネットワークによ
るロータリーの特徴を生かした奉仕プロジェクトな
ど、長期的視野でのロータリアンのリーダーシップが
期待されています。それぞれの地域で各クラブの独特
の持ち味を活かす知恵がクラブを活性化し、効果的な
ロータリークラブとして魅力を増すことになります。
　また、ロータリアンは夢を共有すべきだと考えてい
ます。奉仕プロジェクトも、より大きな、より豊かな、
より大胆なビジョンへ発想の転換が求められていま
す。公式訪問ではビジョン委員会の設置をお奨めしま
した。クラブの全員がビジョン（夢）を共有し、単年
度制を尊重しながら、長期計画の立案と実現への道を
ガイドする仕組みです。
　時代は変化していますから、クラブの歴史、伝統を
活用し、さらに魅力的なクラブになる為には、若いエ
ネルギーによる“若返り”が必要です。これからは、
若い人達に期待されるロータリークラブにする努力が
必要ではないでしょうか。
　地区では慢性腎臓病（CKD）に焦点を当て、職業
研修チーム（VTT）の派遣を計画しています。社会
人の健康寿命の為に、CKDの影響が懸念され、近年
CKDの治療概念が改められております。我々ロータ
リアンが率先してCKDに対して関心を持ち、「自分を
知り、自分は自分で守る」よう、生活習慣、特に食事
などを見直す契機となることを期待しています。
　「公式訪問」は、皆様にお会いするまで、かなり不
安でしたが、直ぐに感激の連続に変わりました。それ
ぞれのお国柄の違い、クラブの多様性、奉仕への真摯
な姿勢など感銘深く、教わることばかりでした。お世
話になりましたパスト・ガバナーはじめ、ガバナー補
佐、ロータリアンの皆さまのご協力のお陰と感謝いた
しております。有難うございました。

ガバナー

小 林 完 治

ガバナー公式訪問を終えて
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　去る10月９日（土）、例会場メルパルクで標記記念例
会を行いました。当日は、今年度の地区ガバナー小林完
治様をはじめ来賓の方々、スポンサーである岡山西南
RC及び当クラブがスポンサーを務めた倉敷瀬戸内RCか
ら多数の皆様、また姉妹クラブである台中東区RCから
は総勢36名の方々、そしてグループ内のクラブからも会
長、幹事等の御臨席をいただき、総勢128名と盛会であ
りました。改めて厚く御礼申し上げます。
　今回は、記念例会であり、コンパクトな企画でありま
したが、午前中例会に引続き、岡山学芸館高校（当クラ
ブがインターアクトクラブを支援）吹奏楽部のメンバー
による演奏を楽しんでいただいた後、ささやかながら昼
食を共にし、懇親の場をもちました。
　例会に先立ち８月29日（日）、山陽新聞社さん太ホー
ルで記念社会奉仕事業として、「親子で学ぶ防災教室」
と題し、人形劇とミニコンサートを開催しました。来場
者も200名を超し、参加した子供たちには、災害に備え
る心構えや助け合い、命の大切さなどを伝えることに貢
献できたと思っています。他クラブからも、多勢の会員

の方々のご参加をいただきました。
　今後もこのような活動を通じて、会員相互の絆、友情
を深めるとともに、地域社会に広く信頼され、貢献でき
るロータリークラブを目指したいと考えております。当
クラブも昨今の社会状況を反映して、会員数は低迷して
おりますが、今後とも社会奉仕活動などを通じて、当ク
ラブのブランド力を強化し、35周年の現在、会員数35名
を、40周年には少なくとも40名を目指し、着実な活動を
継続していきたいと存じます。

岡山備南RC創立35周年記念例会岡山備南RC創立35周年記念例会

会  長　黒  川  善  和

倉敷RC創立60周年記念式典を終えて倉敷RC創立60周年記念式典を終えて

　倉敷ロータリークラブは、今から60年前の1950年（昭
和25年）、京都・岡山両ロータリークラブ様のスポンサ
ーにより、９月７日に創立、同年10月７日RI本部より認
定され、RI第60地区所属ロータリークラブとなりました。
　爾来、今日に至るまで、関係各位のご支援とご協力は
もとより、歴代会員の精力的な活動を軸に、ロータリー
クラブ創設者であるポール・ハリス氏の精神を受け継ぎ
ながら、大過なく過ごしてまいりました。
　今までの歩みの中で、我々は何を思い、何のために活
動してきたのかを見つめ直し、これから何をすべきかを
考える新たな出発点ともいうべき大きな節目が、記念式
典という場であったと思います。
　60年の長い歴史の中で刻まれた時間の連なり、多くの
出会いから生まれた人との連なり、そして全世界に広が
る地域の連なり、これらの連なりを大切にしつつ、これ

からも倉敷ロータリークラブらしい活動を展開してまい
りたいと考えます。
　今後とも、皆様のご指導とご厚誼を心よりお願い申し
上げます。

創立60周年実行委員長　鴨  井  尚  志
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ガバナー公式訪問だよりガバナー公式訪問だより

鳥取ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・佐藤随行幹事

鳥取西ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・佐藤随行幹事

笠岡ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・浅野随行幹事

笠岡東ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・大西随行幹事
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　1952年に創立され次年度60周年を迎えられま
す。この間スポンサークラブとして６クラブを
創立し、またガバナーを2名輩出した鳥取のリー
ダー的存在のクラブであります。
　各委員会の奉仕活動は過去の実績を充分踏ま
え、さらに長期的視野に立って計画されており
ます。
　WCSとしてコロンボRCと提携して、長期に
わたり医療機器をスリランカ国立病院に贈呈し
た事業は、歴史ある鳥取RCの特筆すべき活動で

あります。
　ロータリー財団、及びロータリー財団委員が兼務す
る米山記念奨学会ともに堅実に推進されております。
　クラブの世代交代が進むなか、出席率100％を堅
持し、若い会員を将来のリーダーとして育成すべく
積極的に取り組んでおられることは驚嘆に値するも
のであります。
　会長会務と卓話を全文記載した週報は2000号を超
え、また半期ごとに発行される会報も非常に充実し
た内容でありました。

　1980年６月に鳥取北RC、鳥取RCをスポンサー
クラブとして創立された鳥取市内３番目のクラ
ブであり、昨年、創立30周年を迎えられました。
　この間、鳥取こども学園の出身者への支援、
市民病院への桜の植樹、「鳥取いのちの電話」へ
の支援活動など、地域に密着した奉仕活動と環
境問題に取り組まれました。タイ北部山岳民族
への校舎の寄贈など国際的な視野での活動も行
われています。
　例会は12時15分から食事ができ、食事の時間
を長くとることによって、会員相互の親睦を推

進するなどのクラブ運営の努力が現在のアットホー
ムで和やかなクラブとなっております。
　新入会員は少ないが、退会防止の努力により退会
者も少なく、会員数を維持しているのが現状です。
また米山記念奨学会への寄付は、鳥取県内では最も
貢献しているクラブであります。
　RCは「純粋なボランティア団体であり、命令と強
制は馴染まない」というクラブの伝統的な考え方は、
クラブアッセンブリー、クラブフォーラム、IDM等で
伝えられ、クラブの特色と自主性を発揮しながら地
元・地域と共に歩む奉仕活動を実践しておられます。

　例会場は出入り自由の数室のミュージアムを
持つホテルで、例会を行った部屋にも大きな絵
画が数枚飾られていました。非常に和やかな雰
囲気の中で例会が始まりました。
　笠岡東RCは、出席率が高く、社会奉仕活動
も活発に行われており、ロータリーカードは加
入率が100％となっています。
　また、国際奉仕の面でも、22年間マレーシア
との姉妹縁組を続けられています。交換学生の
取り組みは、２週間の日程で訪問・受け入れを

１年交替で実行されています。
　これらの事業を継続するには、会員の増強が必
要と、会長以下非常に意欲的で、地域を分けての
委員会も作り、積極的に増強活動に取り組まれて
います。

　岡山県西部の雄である笠岡RCの例会場であ
るグランドホテルでは素晴らしい文化展が開
催されており、その中を武田会長他４名の方々
に出迎え頂き、11時から懇親会が行われまし
た。
　55年という歴史のあるクラブで、国際的に
はニュージーランドのタウランガRC、オース
トラリアのブロードビーチRCという２つの姉
妹クラブを持ち、また、地区内の大田RCとも
姉妹縁組をされています。その多彩で活発な

交流活動は、故酒井ＰGの地区をリードする精神
が脈々と流れていることを物語っていると感じま
した。
　このクラブの専売特許になっている「カブトガ
ニ保護運動」は、34年の歴史を持ち、ロータリー
の奉仕のあり方に大きな意味を持つ実践例だと思
います。例会出席率も98％であり、その中で、小林
ガバナーの中身の濃い講演に、多くの会員がメモ
を取りながら聞かれている様子を拝見して、ロー
タリーに対する情熱に感動いたしました。
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ガバナー公式訪問だよりガバナー公式訪問だより

智頭ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・井上随行幹事

倉吉中央ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・井上随行幹事

倉吉東ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・井上随行幹事

倉敷東ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・伏見随行幹事
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　現在会員15名ですが、今年創立47年を迎え
られる伝統あるクラブであります。また、創
立50周年のクラブ会長を既に決められ準備を
進めておられます。
　クラブとして地元中学校の中庭にお茶の木
を植え、例年収穫したお茶を生徒と共に飲も
うという計画を立てられ、作業されています
が参加者が少なく苦労されているとのことで
す。
　また、創立30周年の際に山を購入して、「ロー

タリーの森」として整備し、後世にも引き継ぐた
め椎茸などの収穫祭を、毎年恒例行事として実施
されています。
　会員増強には苦労されていますが、活性化のた
めに努力を惜しまず取り組まれていました。
　卓話については、地元の方や他クラブに協力を
要請し、できるだけ経費のかからないよう工夫を
されたり、地元の方に聴講を呼びかける活動を行
うなど、クラブの活性化を図っておられました。

　今年度はIMのホストクラブであり、会員数
23名と少数ではありますが、IMを成功させよ
うとする熱意が感じられるクラブです。
　これまで地域と一体となった活動を進めて
こられ、青少年育成事業として鳥取大学医学
部の協力を受けて「科学するこころ教室」を
継続して実施されており、中学生のDNAを観
察しペンダントにするなど、非常に評価の高
い活動と感じました。
　また、「セーブ  ザ  ラブ（SAVE THE LOVE）」

エイズ撲滅のためのフォーラムを開催した際には、
中学・高校・短大生に呼びかけるため、教育委員会、
学校、保健所などの理解を得るのに大変苦労され
たと伺いました。
　新地区補助金を活用した事業計画を立てること
ができれば、さらに地域に奉仕できる、力あるク
ラブと感じました。

　創立42年の歴史と伝統のあるクラブで、会
員数が45名ではありますが、例会運営はスムー
ズに行われ、組織として確立されていると感
じました。
　今年度の重点目標として、長期計画の策定
や事業の充実などを掲げ、クラブの活性化に
向けた取り組みを展開されています。また、「四
つのテスト」の実践を掲げられ、毎回例会時
の唱和を継続しておられます。

　会員増強については、純増２名を目標とされ、
既にこれを達成されています。
　また、他地区のクラブとの交流として、2006年
に大阪柏原RCと友好クラブ締結を行われ、会員
相互の友好を深める取り組みを続けておられま
す。

　赤煉瓦の外観と内部に木材をふんだんに使
った例会場の倉敷アイビースクエアは、明治
の紡績工場を大規模リフォームしたものです。
　その洗練された深沈厚重たるたたずまいに、
百余年のロータリーの歴史と伝統が重なって、
風格の相似が感じられました。
　倉敷東RCは、前年度に創立20周年を迎えら
れ、創立以来「和気藹藹」を合言葉に和やか
なクラブ運営を心掛けてこられました。家族
旅行や新年家族例会など、家族の参加を呼び

掛けた様々な行事を企画して、会員、家族相互の
親睦を深めておられます。
　奉仕活動では、地域住民が環境保全、水質浄化
の目的で取り組んでいる「粒江蛍光房」と銘打っ
た、粒江地区に“蛍を飛ばそうプロジェクト”に、
積極的に参加・協賛されています。
　また、地域の保育園、幼稚園や障害児施設に、
知育、体育、食育の向上のための支援を行うなど、
ロータリーは地域と共にを具現する活動を続けて
おられます。
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ガバナー公式訪問だよりガバナー公式訪問だより

美作ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・藤原随行幹事

井原ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー・本徳随行幹事
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　創立46周年を迎える歴史あるクラブで、R
財団に対しても深く理解をされ、「ロータリー
カード」への加入率も90パーセントでありま
す。会員数は38名、会員の平均年齢は65歳と
いうことで、高齢化を危惧しておられました
が、クラブとしての品位を感じました。
　2010年度の活動では、新人会員の研修を目
的とした「ファイヤー・サイド・ミーティング」
を年間２回程度開催するとのことであります。

また「わんぱくサッカー大会（11月開催）」の継
続実施や、今年度新規の事業として「湯郷河川敷
の芝桜植樹」に取り組まれます。
　地域の５クラブによって交流を図るため、会
長・幹事会を開催しておられます。
　スマイルが特別会計になっており、小林ガバ
ナーは、奉仕のため有効な使途をお考え頂きたい
旨、話されました。

　RI会長方針、地区ガバナーのスローガンを
充分理解され、その方針に沿い、自クラブの
よき伝統を継承するため「綱領」と「四つの
テスト」を確認しながら、明るく楽しいクラ
ブの運営に努めておられます。今年度は５項
目の重点課題を会員全員で守る様に努めると
表明されています。
　井原は古くから繊維の町として有名で、静
かな佇まいの町です。このクラブは大勢のパ
スト会長が在籍され、「ごみゼロ活動」「餅つ

き奉仕」「梅の植樹」等社会奉仕活動にも多くの
会員が積極的に参加し、活動を継承されています。
　台湾蘇 扶輪社とは姉妹クラブとして、栃木県
大田原RC、沖縄浦添RCとは友好クラブとして活
発に交流をされております。
　特にITに関する知識については会員全員が精通
しておられるように感じました。
　小林ガバナーからは、ビジョン委員会の役割や
新入会員の教育などについて例を挙げ説明があり
ました。

2009－2010年度　ロータリー財団認証バナー2009－2010年度　ロータリー財団認証バナー
◆ 1人当たりの年次寄付額の上位３クラブ
　　（地区内の１人当たりの寄付額上位３クラブに贈られます）
　①　岡山西南RC（＄509.95）
　②　倉 敷 南RC（＄382.96）
　③　松 江 東RC（＄355.43）

◆「毎年あなたも100ドルを」クラブ
　（正会員全員が年度内に年次プログラム基金へいくらかの寄付を行い、１人当たりの寄付額
が少なくとも100ドルに達したクラブに贈られます）
　松江しんじ湖RC、出雲南RC、井原RC、備前RC、岡山中央RC、岡山南RC、牛窓RC、
　岡山西南RC

◆100パーセント「財団の友」会員のクラブ
　（正会員全員が年度内に年次プログラム基金へ100ドル以上の寄付を行ったクラブに対して
贈られます）
　松江しんじ湖RC、出雲南RC、井原RC、備前RC、岡山中央RC、岡山南RC、牛窓RC

◆「ロータリーの2億ドルのチャレンジ」感謝状
　　（「ロータリーの2億ドルのチャレンジ」に2,000ドル以上の寄付をされたクラブに贈られます）
　倉敷南RC、岡山西南RC

※上記年次バナー認証は、ロータリー年度末（6月30日）の正会員数に基づいて行われます。
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地区だより地区だより（2010年10月）①（2010年10月）①

◉ 新会員ご紹介

藤縄匡伸
（鳥取RC）

勝目秀幸
（岡山西南RC）

湯浅浩司
（鳥取北RC）

佐々木惣三郎
（江津RC）

大西　仁
（倉敷南RC）

大矢隆司
（倉敷南RC）

船盛　茂
（津山RC）

石原伊知郎
（備前RC）

田中秀和
（岡山中央RC）

湯浅　亨
（岡山西RC）

財津唯行
（岡山西RC）

◉ ロータリー財団への寄付

ポール・ハリス・フェロー

益田憲治
（松江しんじ湖RC）

若佐博之
（松江しんじ湖RC）

高橋和男
（益田RC）

幸増行雄
（大田RC）

橋本　譲
（倉敷RC）

1 2 2 5 29

◉ 米山記念奨学会への寄付

米 　 山 　 功 　 労 　 者

石原武秀
（松江東RC）

勝部　亮
（松江東RC）

入澤輝男
（松江しんじ湖RC）

三浦　洋
（倉敷水島RC）

前島智征
（岡山西南RC）

川上　大
（松江東RC）

打田理成
（出雲南RC）

喜多利正
（岡山RC）

森　英文
（岡山西南RC）

佐藤哲也
（松江東RC）

吾郷紘一
（出雲南RC）

庄盛敏廉
（岡山RC）

角南義文
（岡山西南RC）

髙井初子
（岡山城RC）

油谷直幸
（岡山西南RC）

浅野敏美
（岡山西南RC）

伏見　正
（岡山西南RC）

蜂谷俊夫
（岡山西南RC）

井上　勲
（岡山西南RC）

井村　誠
（岡山西南RC）

嘉村智美
（岡山西南RC）

古川精次
（出雲南RC）

前田哲男
（笠岡RC）

武田恒雄
（笠岡RC）

植木　守
（総社吉備路RC）

後藤大典
（児島東RC）

佐伯良一
（倉敷南RC）

白髪克也
（倉敷南RC）

山川博司
（松江東RC）

山口研二
（松江東RC）

湯原紀二
（松江東RC）

小村明弘
（松江南RC）

福島邦光
（松江南RC）

古瀬　章
（松江南RC）
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1

4

3

1
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1
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7 1 61.62

2 1 4

4 4 4

謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。訃報

難波　昭 会員（総社吉備路RC）
2010年10月14日ご逝去（享年72歳）
1987年6月14日入会
ナンバ石油㈱　取締役相談役　石油製品販売
チャーターメンバー、
12代会長（1997－1998年度）、P. H. F 2回、
ベネファクター、第3回米山功労者

生駒浩禅 会員（岡山南RC）
2010年10月14日ご逝去（享年53歳）
1994年3月8日入会
長楽寺　住職　仏教（真言宗）
各種委員会委員を歴任、M. P. H. F（1）、
第3回米山功労者

米山功労者メジャードナー

大内皓雄
（岡山西南RC）
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クラブ名 Make-up後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％）例会数

会　員　数

7月1日 10月末 内女性会　員 増減

第
１
グ
ル
ー
プ

智　　　　頭 75.00 56.25 4 15 14 0 －1

倉 吉 92.31 82.21 4 55 55 2 0

倉 吉 中 央 71.74 60.87 4 21 23 1 2

倉 吉 東 94.99 63.33 4 43 44 2 1

鳥 取 100.00 76.25 4 57 57 2 0

鳥 取 中 央 87.78 86.67 2 46 45 0 －1

鳥 取 北 91.54 80.14 4 54 55 7 1

鳥 取 西 85.91 77.73 4 57 57 0 0

計（８） 87.41 72.93 348 350 14 2

第
２
グ
ル
ー
プ

境 港 79.76 60.12 4 44 44 0 0

米 子 86.63 58.00 4 67 68 2 1

米 子 中 央 80.47 70.31 4 31 32 1 1

米 子 東 85.83 68.30 4 74 75 4 1

米 子 南 82.98 67.03 2 50 50 1 0

計（５） 83.13 64.75 266 269 8 3

第
３
グ
ル
ー
プ

松 江 87.13 74.86 4 69 73 0 4

松 江 東 95.24 80.52 4 58 58 0 0

松 江 南 94.37 76.90 3 69 70 4 1

松江しんじ湖 95.08 74.75 4 60 62 9 2

隠 岐 西 郷 88.91 74.40 4 30 30 0 0

計（５） 92.15 76.29 286 293 13 7

第
４
グ
ル
ー
プ

平 田 89.14 79.71 4 37 38 1 1

出 雲 81.78 66.68 4 53 54 1 1

出 雲 中 央 85.42 74.31 3 48 48 3 0

出 雲 南 98.28 78.76 4 59 59 6 0

大 社 75.00 65.00 4 43 43 0 0

計（５） 85.92 72.89 240 242 11 2

第
５
グ
ル
ー
プ

江 津 80.56 64.81 4 26 27 0 1

浜 田 89.89 73.92 4 55 55 0 0

益 田 91.54 72.31 5 26 26 4 0

益 田 西 86.36 58.33 4 32 33 1 1

大 田 84.86 73.08 4 27 27 3 0

計（５） 86.64 68.49 166 168 8 2

第
６
グ
ル
ー
プ

井 原 83.26 65.36 4 45 45 1 0

笠 岡 90.07 84.63 4 50 51 0 1

笠 岡 東 94.21 81.05 5 37 38 1 1

新 見 91.11 82.22 5 18 18 2 0

総 社 72.30 58.91 4 42 42 6 0

総 社吉備路 86.81 81.94 4 36 36 3 0

高 梁 78.98 72.67 3 44 44 3 0

玉 島 88.79 83.62 4 29 30 1 1

計（８） 85.69 76.30 301 304 17 3

クラブ名 Make-up後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％）例会数

会　員　数

7月1日 10月末 内女性会　員 増減

第
７
グ
ル
ー
プ

児 島 79.60 64.97 4 30 31 0 1

児 島 東 82.67 73.33 3 25 25 0 0

倉 敷 97.67 80.66 4 78 79 0 1

倉 敷 中 央 89.47 70.18 3 19 19 3 0

倉 敷 東 89.43 82.93 3 43 42 3 －1

倉 敷 南 99.12 71.43 5 56 69 5 13

倉 敷 水 島 82.10 58.99 4 34 34 0 0

倉 敷瀬戸内 93.24 75.34 4 37 37 2 0

計（８） 89.16 72.23 322 336 13 14

第
８
グ
ル
ー
プ

真 庭 81.79 67.25 4 36 35 0 －1

美 作 90.58 90.58 3 38 37 1 －1

津 山 74.71 57.01 5 87 89 3 2

津 山 中 央 82.00 79.00 4 26 26 2 0

津 山 西 87.90 75.00 4 34 34 4 0

計（５） 83.40 73.77 221 221 10 0

第
９
グ
ル
ー
プ

赤 磐 80.88 70.59 4 20 20 0 0

備 前 82.32 71.22 4 40 41 2 1

岡 山 90.75 65.75 4 111 113 0 2

岡 山 東 91.41 79.15 4 84 85 0 1

岡 山 北 西 94.56 87.76 3 47 49 4 2

岡 山後楽園 87.98 69.23 4 50 52 0 2

計（６） 87.98 73.95 352 360 6 8

第
10
グ
ル
ー
プ

岡 山 旭 川 87.93 68.11 4 30 29 3 －1

岡 山 中 央 88.43 74.67 4 44 46 5 2

岡 山 北 85.19 66.67 4 53 53 0 0

岡 山 南 85.13 71.44 3 150 152 12 2

玉 野 89.70 72.73 5 33 33 0 0

牛 窓 93.75 81.25 2 8 8 0 0

計（６） 88.36 72.48 318 321 20 3

第
11
グ
ル
ー
プ

岡 山 備 南 91.57 81.85 5 35 35 4 0

岡 山 城 98.48 87.12 4 31 33 5 2

岡 山 岡 南 82.51 72.72 4 26 29 2 3

岡 山丸の内 89.42 74.24 4 33 34 3 1

岡 山 西 95.13 79.55 3 77 80 5 3

岡 山 西 南 93.63 80.76 4 69 73 2 4

計（６） 91.79 79.37 271 284 21 13

クラブ数 67RC
７月１日会員数 3,091名
10月末日会員数 3,148名
内　女性会員数 141名
純増 57名

10月出席率
Make-up後 87.51％
ホームクラブ 73.25％

地
区
ク
ラ
ブ
内
の
状
況


